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(57)【要約】
流体活性化可能接着性組成物と接着性組成物活性化用活性化流体とが本明細書で説明され
る。接着性組成物は異なる親水性を持つ二種以上のポリマーを含む。親水性ポリマーが水
もしくは他の水性溶媒のような親水性溶媒への曝露時に急速な粘着を有する一方で疎水性
ポリマーは紙もしくはポリマー性基材への強固な接着を提供する。接着性組成物は基材へ
貼り付けられた際の活性化流体の接着剤からの高速排出を可能にすることによって接着性
組成物の疎水性ポリマーが紙もしくはポリマー性基材へのライナーなしラベルの強固な接
着を達成することを可能にする粒子状フィラーを含み得る。粒子状フィラーはまたライナ
ーなしラベル媒体がきつくロール状に巻かれる際に抗ブロッキング剤として機能し得る。
本明細書で説明される接着性組成物は紙、ボール紙および金属の上だけではなく商業的応
用で一般的に使用されるプラスチックおよびガラス上でもまた使用され得る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
ライナーなしラベルのための流体活性化可能な接着性組成物であって、該接着性組成物が
異なる親水性を備えた少なくとも二種のポリマー性物質を含み、該ポリマー性物質が一種
もしくはそれよりも多くの溶媒を含む活性化流体により活性化され、該活性化流体へ曝さ
れた場合、該より親水性の物質が急速な粘着を提供し、そして該活性化流体へ曝された場
合、該より疎水性のポリマーが最終的な接着を提供する、接着性組成物。
【請求項２】
請求項１に記載の組成物であって、前記より親水性のポリマーが、ポリビニルアルコール
、ポリ酢酸ビニル、ポリビニルピロリドン、ポリビニルピロリドン－酢酸ビニルコポリマ
ー、ポリアクリル酸、ポリアクリレート、ポリエチレングリコール、ポリ（２－エチル－
２－オキサゾリン）、ポリアクリルアミドコポリマー、エチレン酢酸ビニル、セルロース
誘導体（アセチルセルロース、メチルセルロース、エチル／ヒドロキシエチル、ヒドロキ
シメチルプロピルセルロース等）、尿素、ゼラチン、アルギネート、寒天、アラビアゴム
、およびそれらの組み合わせから成る群から選択される、組成物。
【請求項３】
請求項２に記載の組成物であって、前記親水性のポリマーが、ポリビニルピロリドン（Ｐ
ＶＰ）、ポリ（２－エチル－２－オキサゾリン）、もしくはそれらの組み合わせである、
組成物。
【請求項４】
請求項２に記載の組成物であって、前記親水性の物質の濃度が、乾燥状態にある該接着性
組成物の約１０重量％から約５０重量％である、組成物。
【請求項５】
請求項２に記載の組成物であって、前記親水性の物質の濃度が、乾燥状態にある該接着性
組成物の約２０重量％から約４０重量％である、組成物。
【請求項６】
請求項１に記載の組成物であって、前記疎水性のポリマーが、天然ゴムおよび再生ゴム、
ポリウレタン、非カルボキシル化スチレン－ブタジエンゴムおよびカルボキシル化スチレ
ン－ブタジエンゴム、ポリアクリル、ポリアミド、ポリエステル、ポリオレフィン、ポリ
スチレン、ポリビニルエステル、ポリビニルケトン、ポリジエンエラストマー、ポリイソ
ブチレン、ならびにそれらの組み合わせから成る群から選択される、組成物。
【請求項７】
請求項４に記載の組成物であって、前記疎水性のポリマーがポリスチレン－ブタジエンで
ある、組成物。
【請求項８】
請求項６に記載の組成物であって、前記疎水性の物質の濃度が、前記乾燥フィルムの約４
０重量％から約８０重量％である、組成物。
【請求項９】
請求項１に記載の組成物であって、該組成物がさらに吸湿性粒子状フィラーを含む、組成
物。
【請求項１０】
請求項９に記載の組成物であって、前記吸湿性粒子状フィラーが、アルミナ、アルミナゲ
ル、ベーマイト、擬ベーマイト、クレー、炭酸カルシウム、チョーク、炭酸マグネシウム
、カオリン、焼成クレー、ピロピレート、ベントナイト、ゼオライト、タルク、シリカ、
シリカゲル、合成ケイ酸アルミニウム、合成ケイ酸カルシウム、珪藻土、無水ケイ酸粉末
、水酸化アルミニウム、バライト、硫酸バリウム、石膏、硫酸カルシウム、ならびに親水
性ポリマー性ビーズおよび／もしくは疎水性ポリマー性ビーズのような有機粒子、不織マ
イクロファイバー（ｎｏｎ－ｗｏｖｅｎ　ｍｉｃｒｏｆｉｂｅｒ）、ならびにそれらの組
み合わせから成る群から選択される、組成物。
【請求項１１】
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請求項１０に記載の組成物であって、前記疎水性物質の濃度が、前記乾燥フィルムの約１
重量％から約２５重量％である、組成物。
【請求項１２】
請求項１に記載の組成物であって、該組成物が、塩、炭水化物、高分子電解質、タンパク
質、乾燥界面活性剤および液体界面活性剤、樹脂、湿潤剤、保湿剤、ポリエチレングリコ
ール、ならびにそれらの組み合わせから成る群から選択される一種もしくはそれよりも多
くの添加剤をさらに含む、組成物。
【請求項１３】
請求項１に記載の組成物であって、一種もしくはそれよりも多くの溶媒もしくは可塑剤を
さらに含む、組成物。
【請求項１４】
請求項１に記載の組成物であって、該組成物が、ライナーなしラベルのための流体活性化
可能な接着性組成物を構築する目的のためにフェイスシートもしくは基材へ塗布される溶
液、懸濁液、もしくは乳濁液の形態である、組成物。
【請求項１５】
請求項１３に記載の組成物であって、前記一種もしくはそれよりも多くの溶媒の組成物が
、該接着性組成物を活性化する活性化流体の組成物に相当し、前記一種もしくはそれより
も多くの溶媒が、該活性化流体への接着性層の曝露の後の接着性の迅速な発生を高める、
組成物。
【請求項１６】
請求項１に記載の組成物を含む接着性ライナーなしラベル。
【請求項１７】
請求項１に記載の接着性組成物と活性化流体とを含むキット。
【請求項１８】
請求項１７に記載のキットであって、前記活性化流体が少なくとも二種の溶媒を含み、該
第一の溶媒が、前記親水性ポリマーおよび前記疎水性ポリマーの接着性を活性化する水を
含み、そして該第二の溶媒が、該疎水性ポリマーの中への該活性化流体の浸透性を増大さ
せる非水性溶媒を含む、キット。
【請求項１９】
請求項１８に記載のキットであって、前記第一の溶媒および前記第二の溶媒が、水；アセ
トン；アセトニトリル；メタノール、エタノール、イソプロピルアルコール、ｎ－プロパ
ノール、ｎ－ブタノール、２－ブタノール、イソブタノール、２－メチル－２－ブタノー
ル、ｎ－ペンタノール、ｎ－ヘキサノール、２－ヘキサノール、シクロヘキサノール、ｎ
－ヘプタノール、ｎ－オクタノール、ｎ－ノナノール、ｎ－デカノール、ウンデカノール
、ドデカノール、１－テトラデカノール、プロピレングリコール、エチレングリコール、
ブチレングリコール、アラキジルアルコール、ドコサノール、テトラコサノール、ヘキサ
コサノール、オクタノソール、トリアコンタノール、セチルアルコール、ステアリルアル
コール、ポリコシノール、メチルエチルケトン、酢酸エチル、ミネラルスピリット、亜麻
仁油、植物油、柑橘類ベースの溶媒、リモネン、およびそれらの組み合わせから成る群か
ら選択される、キット。
【請求項２０】
請求項１９に記載のキットであって、活性化流体が該流体の約１０重量％の濃度にてアル
コールを含む、キット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（本発明の分野）
　本発明は、特にライナーなし（ｌｉｎｅｒ－ｆｒｅｅ）もしくは非ライナー（ｌｉｎｅ
ｒ－ｌｅｓｓ）のラベルとともに使用するための、紙もしくはポリマーの基材のような様
々な基材へ接着可能である、流体活性化可能な接着剤と、この接着剤を活性化するための
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流体とに関連する。
【０００２】
　（関連した出願への相互参照）
　本出願は、２０１１年２月７日に出願され、「ライナーなしラベルとともに使用するた
めの流体活性化可能な接着剤および同接着剤を活性化するための流体」と題された、米国
特許出願番号６１／４４０，３８４号に対する優先権を主張し、その内容が、参考として
援用される。
【背景技術】
【０００３】
　（本発明の背景）
　ラベル印刷および／もしくはラベリングは、典型的に、連続的かつ一貫して粘着性のあ
る接着性組成物層を含むラベル媒体から成る。これらのラベル媒体のうちの多くは、除去
可能な非粘着層とともに形成され、その非粘着層は、接着性組成物層の上の剥離コーティ
ング（ｒｅｌｅａｓｅ　ｃｏａｔ）および剥離ライナーを含んで、接着性シートがロール
のような形にて巻かれる際に、接着性組成物層がラベル印刷機、貼り付け器、もしくはラ
ベラーの内部の構成要素および／もしくは接着性シートの印刷可能層と接触状態になるこ
とを防止する。
【０００４】
　いくつかの例において、このライナー層は、印刷後、もしくはラベルが物品へ貼り付け
られるときに、手動により、もしくは除去目的のために設計された自動プロセスによるか
のいずれかで処分される。この使い捨て式のライナー層は、廃棄物処分問題を生じさせる
。
【０００５】
　他の例において、接着性ラベルは、印刷層、剥離コーティング、および接着性組成物層
を有するシートにより形成される。この剥離コーティングは、接着性組成物層が印刷層へ
接着することを防止するが、標準的な印刷、ラベリング、およびラベル貼り付けの装置は
、接着性ラベルの接着性組成物層が装置の構成要素に粘り付くか、もしくは故障させるこ
とを防止するために、非粘着材料でコーティングされなくてはならない。接着性組成物層
を非粘着材料で覆うことの代わりに、ラベルの印刷可能層、およびラベル印刷機の内部の
構成要素が非粘着材料でコーティングされ、連続的かつ一貫して粘着性のあるラベルの粘
着性組成物層に対抗する。この技術は、構成要素を非粘着材料でコーティングするさらな
る工程を必要とし、その工程は、コストを有意に増加させ得る。
【０００６】
　ライナーなしラベル構築物において従来のポリマー性の接着性組成物を粘着性もしくは
感圧性接着剤（ＰＳＡ）とともに使用する非常に多くの試みがなされていて、そのライナ
ーなしラベル構築物においては、非接着もしくは剥離層が接着性ラベルの反対面の上へコ
ーティングされる。これらは、従来のラベリング装置での適合性がなく、特別なライナー
なしラベル印刷機および貼り付けシステムを必要とする。加えて、非粘着頂面コーティン
グは、ラベルの印刷可能性を大幅に減少させる。ＰＳＡは、ラベル貼り付けシステムに粘
り付くことにより機械の問題を引き起こし、清掃問題を生じさせる。ドライガム（ｄｒｙ
－ｇｕｍ）または水もしくは溶媒もしくは共溶媒を再吸湿可能な接着性ラベルを作製する
他の試みがなされている。これらは、典型的に、炭化水素および合成ポリマー性接着剤の
両方をベースにする。これらの接着剤は、しっかりした接着性もしくは機械的結合を基材
に対して形成しないので、多くの合成および非多孔性の基剤上でほとんど実用性を有さな
い。これらの基材は、迅速な結合形成の不足に起因する流れ落ち過程（ｄｏｗｎ－ｓｔｒ
ｅａｍ　ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ）の間に、所望される貼り付け領域から「泳ぐ（ｓｗｉｍ
ｍｉｎｇ）」もしくは動く傾向があるラベルである。このようにして、これらの試みは、
ほとんど成功してこなかった。
【０００７】
　印刷層、シート、および接着性組成物層を有する特定のライナーなしラベルが開発され
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ていて、その接着性組成物層は、像を印刷する／貼り付ける前もしくは後で、活性化剤に
より接着性を有するようにされ得る。しかしながら、これらの実施形態の多くは、Ｎａｇ
ａｍｏｔｏらによるシリコーン油の非粘着コーティングとしての使用を開示する特許文献
１において説明されるように、依然として、上記で考察した粘り付き問題を回避するため
の非粘着コーティングを必要とする。加えて、活性化可能な接着性ライナーなしラベルの
うちの多くは、水活性化および／もしくは溶媒活性化される。特許文献２が、少なくとも
２５ミクロンのフィルム厚さを有する接着性組成物を説明している。しかしながら、そこ
で説明されたこれらの組成物は、ポリエチレン（ＰＥ）のような滑らかで低表面エネルギ
ーの基材から、紙およびボール紙のような粗く線維性の基材までの、幅広い種類の基材に
接着させることができない。これらのラベルは、ポリマー性基材上の強固な接着、および
ポリマー性基材への急速な粘着の両方が不足している。これらのラベルはまた、上記で考
察されたように「泳ぐ」傾向がある。
【０００８】
　特許文献３が、接着性調合物を説明している。この調合物において使用されるポリマー
は、例えば１００もしくはそれよりも大きいような、高い酸価を有する。その例において
は、ポリマー溶液が、４もしくはそれよりも小さいｐＨを有する。このような高い酸性の
物質は、問題を有し得る。例えば、疎水性ポリマーは、典型的に懸濁液として調合される
が、低いｐＨにて安定化し得る。そのうえ、高い酸価を持つポリマーは、架橋する傾向が
ある。架橋は、活性化流体の浸透に対抗する物質を生じさせ得て、急速な粘着および／も
しくは長期間の接着のような特性に不利に作用し得る。
【０００９】
　上記で考察された先行技術のシステムの各々は、様々な欠点を提示する。非接着ライナ
ー層は、典型的に、リサイクル不可能であって再利用可能でなく、それゆえ使用されるあ
らゆるラベルに関して廃棄物を発生させる。非接着物質で構成要素をコーティングするこ
とは、システムのコストを増加させ、システムの粘り付きを完全に防止できない可能性が
あり、そのシステムの粘り付きは、接着性残留物がラベル印刷機／貼り付け器の構成要素
へ接着する際に起こる可能性がある。
【００１０】
　それゆえに、接着性シートを非接着ライナー層で形成する必要性、もしくはラベル印刷
機／貼り付け器の構成要素を非接着物質でコーティングする必要性を解消することが所望
される。水活性化および／もしくは溶媒活性化ライナーなしラベルに関しては、ポリマー
性基材への急速な粘着、およびポリマー性基材の上での強固な接着の両方を呈することも
また所望される。
【００１１】
　したがって、本発明の目的は、ライナーなし接着性ラベルと、その作製方法および使用
方法とを提供することであり、このラベルは、水および／もしくは別の溶媒により活性化
され、ポリマー性基材を含む様々な基材への急速な粘着と、それらの基材の上での強固な
接着とを呈する。
【００１２】
　先行技術、および特定の市場において本発明に対し競合性があると考えられ得る現在商
業化されている製品と比較して、本発明は、有意な環境に優しい（ｅｃｏｌｏｇｉｃａｌ
）利点を提供する。先行技術、および特定の市場において現在商業化されている製品と比
較して、本明細書において説明される組成物、方法、およびキットが、有意な環境に優し
い利点を提供する。例えば、本明細書において説明される組成物、方法、およびキットは
、ライナーで裏張りされた（ｌｉｎｅｒ－ｂａｃｋｅｄ）感圧式接着性ラベルの副産物の
廃棄物になるライナー裏張り（ｂａｃｋｉｎｇ）を解消する。このことは、埋め立て廃棄
物を減少させ、ライナーの裏張りの生産と供給業者および顧客への材料の発送とに由来す
るエネルギー放出および炭素放出を解消する。
【００１３】
　加えて、本明細書において説明される組成物、方法、およびキットは、ライナーで裏張
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りされた感圧式接着性ラベルにおけるライナー裏張りの上、もしくは非ライナー感圧式接
着性ラベルの印刷層の頂面の上のいずれかで処分されるシリコーンの剥離層を解消する。
既存の技術のいずれかにおいて、シリコーンは、エネルギー集約的製造プロセス、および
石油化学誘導体生成物の追加を提供するが、これは、不必要であって、本明細書において
説明される組成物、方法、およびキットにより解消され、そのことにより、ラベルのカー
ボンフットプリントと、ラベル製造プロセスにおいてシリコーンを利用する必要性とを減
少させる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１４】
【特許文献１】米国特許第６，２９８，８９４号明細書
【特許文献２】米国特許第６，６５６，３１９号明細書
【特許文献３】米国特許第７，９４３，７１４号明細書
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　（発明の要約）
　流体活性化可能な接着性組成物、およびその接着性組成物を活性化するための活性化流
体（単数もしくは複数）の組成物が、本明細書において説明され、それらは、様々な紙お
よびポリマー性基材へ接着することが可能な改善されたライナーなしラベルを提供する。
【００１６】
　この接着性組成物は、少なくとも二種の異なる親水性を持つポリマーを含有する。より
親水性であるポリマー（単数もしくは複数）を、「親水性ポリマー」と呼称し得、そして
より親水性の低いポリマー（単数もしくは複数）を、「疎水性ポリマー」と呼称し得る。
親水性ポリマーおよび疎水性ポリマーは、少なくとも一つの親水性ポリマーが、水もしく
は他の水性溶媒のような親水性溶媒に対し曝された際に迅速粘着特性を有することを可能
にする一方で、少なくとも一つの疎水性ポリマーが、紙もしくはポリマー性基材に対する
強固な接着を可能にする特性を有するように、選択される。代替的に、親水性の部分およ
び疎水性の部分が、二官能コポリマーを提供する単一のポリマー主鎖上へ様々な比率にて
組み入れられ得る。
【００１７】
　この接着性組成物は、基材へ貼り付けられた際に、活性化流体が接着剤から高速排出さ
れることを可能にすることによって、接着性組成物の疎水性ポリマーがライナーなしラベ
ルの紙もしくはポリマー性基材に対する強固な接着を達成することを可能にする吸湿性粒
子状フィラーを含み得る。この粒子状フィラーはまた、活性化流体組成物が接着性組成物
の全厚みの中へ高速吸収されること、および接着性組成物の親水性部分だけではなく、そ
の疎水性部分も急速膨張させることを提供し得る。この粒子状フィラーはまた、ライナー
なしラベル媒体がきつくロール状に巻かれる際に、抗ブロッキング剤として機能し得る。
【００１８】
　本明細書において説明される組成物は、速やかに、非粘着から粘着状態へ移行し得、急
速な粘着および強固な接着の両方を必要とするラベル印刷およびラベリングのための水活
性化および／もしくは溶媒活性化ライナーなしラベルの使用を可能にし得る。概して、粘
着特性は、親水性ポリマーの即時的膨張からもたらされる。次に、これらがポリマー層全
体を膨張させて、親水性成分および疎水性成分の両方が所望される基材上へ濡れることを
可能にして、接着性結合を形成する。本明細書において説明される接着性組成物は、紙、
ボール紙、および金属上のみではなく、商業的応用において一般的に使用されるプラスチ
ックおよびガラス上でもまた使用され得、そのプラスチックとしては、ポリエチレンテレ
フタレート（ＰＥＴＥ、ＰＥＴ、ＰＥＴＧ）、ポリエチレン（ＰＥ）、ポリスチレン（Ｐ
Ｓ）、低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）、直鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）、高
密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）、ポリプロピレン（ＰＰ）、ポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）お
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よびポリ塩化ビニルフィルム、およびＴＹＶＥＫ（登録商標）、ならびに他の低エネルギ
ーおよび熱可塑性基材が挙げられるが、それらに限定されない。
【００１９】
　この接着性調合物を含むキットもまた、本明細書において説明される。このキットは、
接着性調合物のみを含み得る。このキットは、接着性調合物および非コーティングラベル
を含み得る。このキットは、活性化流体および接着性調合物でコーティングされている紙
もしくは合成（ポリマー性フィルム）ラベルを含み得る。このキットは、コーティングさ
れたラベル、活性化流体、および活性化流体を溶媒感受性接着性層へ塗布するために使用
される活性化装置を含み得る。この活性化装置はまた、印刷機もしくは他のラベル供給デ
バイスの中へ組み入れられ得る。
【００２０】
　先行技術、および特定の市場において現在商業化されている製品と比較して、本明細書
において説明される組成物、方法、およびキットは、有意な環境に優しい利点を提供する
。例えば、本明細書において説明される組成物、方法、およびキットは、ライナーで裏張
りされた感圧式接着性ラベルの副産物の廃棄物になるライナー裏張りを解消する。このこ
とは、埋め立て廃棄物を減少させ、ライナーの裏張りの生産と供給業者および顧客への材
料の発送とに由来するエネルギー放出および炭素放出を解消する。
【００２１】
　加えて、本明細書において説明される組成物、方法、およびキットは、ライナーで裏張
りされた感圧式接着性ラベルにおけるライナー裏張りの上、もしくは非ライナー感圧式接
着性ラベルの印刷層の頂面の上のいずれかで処分されるシリコーンの剥離層を解消する。
既存の技術のいずれかにおいて、シリコーンは、エネルギー集約的製造プロセス、および
石油化学誘導体生成物の追加を提供するが、これは、不必要であって、本明細書において
説明される組成物、方法、およびキットにより解消され、そのことにより、ラベルのカー
ボンフットプリントと、ラベル製造プロセスにおいてシリコーンを利用する必要性とを減
少させる。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　（本発明の詳細な説明）
　Ｉ．定義
　本明細書において使用される際、「親水性ポリマー（Ｈｙｄｒｏｐｈｉｌｉｃ　ｐｏｌ
ｙｍｅｒ）」は、接着性組成物における一種もしくはそれよりも多くの他のポリマーより
も大きな水に対する親和性を有する接着性組成物における一種もしくはそれよりも多くの
ポリマーを呼称する。親水性は、水（もしくは緩衝水性溶液）と水に非混和性の有機溶媒
（例えば、オクタノール、酢酸エチル、塩化メチレン、またはメチルｔｅｒｔ－ブチルエ
ーテル）との間でのポリマーの分配係数を測定することにより定量化され得る。平衡後、
化合物のより大きな濃度が有機溶媒中よりも水中にて達成された場合に、この化合物は、
親水性であるとみなされる。
【００２３】
　本明細書において使用される際、「疎水性ポリマー（Ｈｙｄｒｏｐｈｏｂｉｃ　ｐｏｌ
ｙｍｅｒ）」は、接着性組成物における一種もしくはそれよりも多くの他のポリマーより
も小さな水に対する親和性を有する接着性組成物における一種もしくはそれよりも多くの
ポリマーを呼称する。疎水性は、水（もしくは緩衝水性溶液）と水に非混和性の有機溶媒
（例えば、オクタノール、酢酸エチル、塩化メチレン、もしくはメチルｔｅｒｔ－ブチル
エーテル）との間でのポリマーの分配係数を測定することにより定量化され得る。平衡後
、化合物のより大きな濃度が水中よりも有機溶媒中にて達成された場合に、この化合物は
、疎水性であるとみなされる。
【００２４】
　本明細書において使用される際、「粘着（ｔａｃｋ）」もしくは「急速粘着（ｑｕｉｃ
ｋ　ｔａｃｋ）」は、非常に短い時間（例えば、５秒未満）軽い接触状態に至らされた場
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合の、接着剤と表面との間での結合の瞬間的な形成もしくはほぼ瞬間的な形成を呼称する
。粘着性は、少なくとも部分的に、ポリマー性の接着性システムの粘弾性流動特性に依存
する。揮発性溶媒ベースの活性化方法が用いられているシステムにおいて、接着剤が湿潤
状態にある場合に初期粘着を有し、そしてひとたび水分が蒸発もしくは除去されると非粘
着になる（しかし依然として接着性結合を通して基材へよく接着している）ことが可能で
ある。粘着は、組立後に結合が即時的に力を持続しなければならない状況で、特に関係が
ある。粘着力は、化学的結合プロセスもしくは機械的結合プロセスが容易に起こらない場
合、低表面エネルギー基材に対する結合強度の維持において特に重要である。粘着の測定
方法は、典型的には、用途特異的であるが、米国材料試験協会（ＡＳＴＭ）により開発さ
れたボール転がしによる感圧式接着材の粘着に関する標準的試験方法（Ｓｔａｎｄａｒｄ
　Ｔｅｓｔ　Ｍｅｔｈｏｄ　ｆｏｒ　Ｔａｃｋ　ｏｆ　Ｐｒｅｓｓｕｒｅ－Ｓｅｎｓｉｔ
ｉｖｅ　Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　ｂｙ　Ｒｏｌｌｉｎｇ　Ｂａｌｌ）（Ｄ３１２１－０６）
が、信頼性のある測定方法を提供する。この方法において、固定された寸法のボールを、
固定された高さの傾斜路に転がり落とし、粘着質のラベル上へ推進させる。このボールが
ラベルをわたって移動した距離が、粘着の測定を提供する。「非粘着（ｎｏ　ｔａｃｋ）
」もしくは「非粘着質（ｎｏｎ－ｔａｃｋｙ）」が、接着剤と基材との間にこのような瞬
間的な接触結合もしくは接着がないことを意味する。
【００２５】
　「ブロッキング（ｂｌｏｃｋｉｎｇ）」は、ラベルがロール状もしくは積み重ね状であ
る場合、ラベルの接着性層と、ラベルの頂面との間での結合の形成を呼称する。
【００２６】
　本明細書において使用される場合、「接着（ａｄｈｅｓｉｏｎ）」もしくは「接着性結
合（ａｄｈｅｓｉｖｅ　ｂｏｎｄｉｎｇ）」は、接着剤と、基材および／もしくは別の接
着剤との間での長期間の結合を呼称する。接着は、粘着とは異なり、表面と基材（別の接
着剤であってもよい）との間に生じた、接着剤の粘弾性流動特性に依存しない結合に着目
する。
【００２７】
　良好な接着性粘着（接着と粘着との組み合わせ）が、接着強度が接着性システムの凝集
強度よりも大きい場合に、達成される。十分な強度の結合は、接着力、粘着力、もしくは
これらの二つの組み合わせを使用して形成および維持され得る；しかしながら、結合形成
は、これらの力により限定されない。剥離強度は、粘着力および接着力の両方の力の尺度
である。ＡＳＴＭ　Ｓｔａｎｄａｒｄ　Ｄ３３３０（感圧式テープの接着剥離に関する標
準的試験方法）が、剥離強度の正確な測定を提供する。特定の基材に関して、平均剥離試
験値は、十分な接着を達成するために、約１００グラム／インチから約１，０００グラム
／インチ、好ましくは約２００グラム／インチから約１，０００グラム／インチ、より好
ましくは約４００グラム／インチから約１，０００グラム／インチの範囲である。
【００２８】
　本明細書において使用される場合、「開放時間（ｏｐｅｎ　ｔｉｍｅ）」は、接着剤の
活性化と、ラベルの基材への貼り付けとの間の時間量を呼称する。
【００２９】
　ＩＩ．接着性組成物
　本明細書において説明される接着性組成物は、接着性物質の混合物を含有し、その接着
性物質は、一種もしくはそれよりも多くの親水性物質と、一種もしくはそれよりも多くの
疎水性物質とを含む。一つの実施形態において、この親水性物質および／もしくは疎水性
物質は、ポリマー性物質である。各ポリマーは、単一のポリマーであってもよく、または
二種もしくはそれよりも多くの異なるポリマーのブレンドであってもよい。本明細書にお
いて説明される組成物は、親水性物質（単数もしくは複数）中への迅速な水の浸透、およ
び急速接着の発生のための親水性接着性成分の膨張を可能にして、それに続く長期間の接
着のための疎水性物質（単数もしくは複数）中への活性化溶液の再分配を可能にする。
【００３０】
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　吸湿性粒子状フィラーは、紙、ボール紙、金属、ならびにガラスおよびプラスチック（
すなわち、低エネルギー基材および熱可塑性基材）のような様々な基材への接着のため、
水溶液もしくは溶媒ベース溶液による活性化の際に、急速な粘着および長期間の接着の両
方を発生させるために、接着性組成物の中へ組み入れられ得る。
【００３１】
　接着性調合物中の吸湿剤（例えば、粒子状フィラー）は、接着性組成物の親水性成分お
よび疎水性成分全体の水分散の動力学を調整し得、所望される接着性挙動およびライナー
なしラベルの性能を達成し得る。動力学はまた、接着性層におけるポリマーの親水性の程
度および疎水性の程度により改変され得る。
【００３２】
　　Ａ．親水性物質
　本明細書において説明される接着性組成物中、例えばポリマー性物質といった親水性物
質は、急速粘着、すなわち、基材に対するラベルの接着を保つことを担う初期接着力を接
着性組成物のために提供する。親水性物質（単数もしくは複数）の活性化の速度もしくは
急速性は、接着剤が、ひとたび基材の所望される貼り付け領域に対して貼り付けられると
、活性化流体の塗布の際に動く（もしくは泳ぐ）ことがない（またはそれを最小化する）
ことを可能にするほどである。このことは、泳ぎの結果として配置を誤ったラベルが生じ
得る高いラベル操作処理量において特に有用である。このポリマー性成分（単数もしくは
複数）は、水溶液、乳濁液、懸濁液、もしくは固体のいずれかとして得られ、そのポリマ
ー性成分は、接着性組成物の中へ組み入れるために、所望される濃度へ希釈もしくは溶解
される。
【００３３】
　適切な物質としては、ポリビニルアルコール、ポリ酢酸ビニル、ポリビニルピロリドン
、ポリビニルピロリドン－酢酸ビニルコポリマー、ポリアクリル酸、ポリエチレングリコ
ール、ポリ（２－エチル－２－オキサゾリン）、ポリアクリルアミドコポリマー、エチレ
ン酢酸ビニル、セルロース誘導体、特にアルキルセルロース誘導体（アセチルセルロース
、メチルセルロース、エチル／ヒドロキシエチル、ヒドロキシメチルプロピルセルロース
等）、尿素、ゼラチン、アルギネート、寒天、アラビアゴム、および他の類似の物質、な
らびに上記の物質の組み合わせが挙げられるが、それらに限定されない。所望される短期
間の接着特性を有する他の物質（単数もしくは複数）もまた使用され得る。本明細書にお
いて説明される親水性ポリマーの溶液は、５０、４０、３０、２５、２０、１５、もしく
は１０よりも小さな酸価を反映して、概して５．０もしくはそれよりも大きな、好ましく
は６．０もしくはそれよりも大きな、より好ましくは７．０もしくはそれよりも大きなｐ
Ｈを有する。
【００３４】
　一つの実施形態において、親水性ポリマーは、商品名Ａｑｕａｚｏｌ（登録商標）（例
えば、Ａｑｕａｚｏｌ（登録商標）　２００（分子量２００，０００）もしくはＡｑｕａ
ｚｏｌ（登録商標）　５００（分子量５００，０００））といった商品名で入手可能であ
るポリ（２－エチル－２－オキサゾリン）、（Ａｓｈｌａｎｄ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ
．から入手可能な）ＰＶＰ／ＶＡ　Ｅ－７３５もしくは（ＢＡＳＦから入手可能な）ＬＵ
ＶＩＴＥＣ（登録商標）のようなビニルピロリドン／酢酸ビニルコポリマー、およびそれ
らの組み合わせ、またはＣｅｌａｎｅｓｅ　（Ｄａｌｌａｓ，ＴＸ）から入手可能な部分
的に加水分解された（８７－８９％）ポリビニルアルコールであるＣＥＬＶＯＬ（登録商
標）　５０２である。このポリマーは、乾燥粉末のような固形物、またはエタノール、イ
ソプロパノール、もしくは水においてのような溶液にて入手可能であり得る。
【００３５】
　この親水性ポリマーは、典型的に接着性フィルムの約１０％（乾燥重量％）から約５０
％（乾燥重量％）、好ましくは接着性フィルムの約２０％（乾燥重量％）から約４０％（
乾燥重量％）の量にて存在する。
【００３６】
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　　Ｂ．疎水性ポリマー
　疎水性接着性物質（単数もしくは複数）は、典型的に、基材への接着のための水溶液も
しくは溶媒ベース溶液による活性化の際に、長期間の粘着（もしくは接着）を提供するポ
リマー性物質である。これらの疎水性物質（単数もしくは複数）は、上記で説明された親
水性物質（単数もしくは複数）よりも遅く濡れる特性と、基材に対する（とりわけ疎水性
表面もしくは非極性表面に対する）ラベルの長期間の接着を提供する特性を有する。流体
活性化に対する反応に起因して親水性接着性物質（単数もしくは複数）により提供される
初期接着力もまた存在する間に、このような長期間の接着の増強が開始し得る。流体の除
去もしくは乾燥の際、および親水性疎水性物質（単数もしくは複数）がその接着的性質を
全体的もしくは部分的に失ったしばらく後で、疎水性接着性物質（単数もしくは複数）は
、所望される基材に対するラベルフェイスストック（ｆａｃｅｓｔｏｃｋ）の長期間の接
着を担う。
【００３７】
　その疎水的性質に起因して、これらのポリマー接着性物質（単数もしくは複数）の大部
分は、ポリマー、界面活性剤／乳化剤、安定剤および他の添加剤を含有する安定化した乳
濁液、分散液（ｄｉｓｐｅｒｓｉｏｎ）、および／もしくは懸濁液として利用可能である
。これらの乳濁液は、最終的な接着性溶液の中へ組み入れられる前に、所望される濃度へ
希釈される。好ましい実施形態において、疎水性物質の所望される全体濃度は、３０％乾
燥固形分（重量／体積）である。これにより、所望されるコーティング方法の多くに対す
る許容可能な範囲を超えて粘性を増加させることなく、十分に多い量の固形物が提供され
る。不安定化もしくは相分離を防止するために、これらの乳濁液のｐＨに注意が払われな
ければならない。本明細書において説明される乳濁液は、５０、４０、３０、２５、２０
、１５、もしくは１０よりも小さなポリマーの酸価を反映して、概して５．０もしくはそ
れよりも大きな、好ましくは６．０もしくはそれよりも大きな、より好ましくは７．０も
しくはそれよりも大きなｐＨを有する。
【００３８】
　疎水性ポリマーは、典型的に接着剤の約２０重量％から約８０重量％（乾燥重量％）、
好ましくは接着剤の約４０重量％から約８０重量％（乾燥重量％）、そして最も好ましく
は接着剤の約５０重量％から約７５重量％（乾燥重量％）の量にて存在する。
【００３９】
　適切な疎水性物質としては、天然ゴムおよび再生ゴム、ポリウレタン、非カルボキシル
化スチレン－ブタジエンゴムおよびカルボキシル化スチレン－ブタジエンゴム、メタクリ
レート、アクリル酸メチル、アクリル酸エチル、２－クロロエチルビニルエーテル、アク
リル酸２－エチルヘキシル、メタクリル酸ヒドロキシエチル、アクリル酸ブチル、メタク
リル酸ブチル、もしくは先に挙げたものの組み合わせのモノマーの重合を基にしたポリア
クリレート、ポリアミド、ポリエステル、ポリオレフィン、無水マレイン酸を含有するポ
リオレフィン、ポリスチレン、ポリビニルエステル、ポリビニルケトン、ポリジエンエラ
ストマー、ポリイソブチレン、ポリブタジエン、ポリクロロプレン、アクリルポリスチレ
ン、カルボキシル化アクリル、スチレンポリマーおよび／もしくはブタジエンポリマー、
ならびに上記物質の組み合わせが挙げられるが、それらに限定されない。所望される長期
間の接着特性を有する他の物質（単数もしくは複数）もまた、使用され得る。
【００４０】
　一つの実施形態において、この疎水性ポリマー（単数もしくは複数）は、ＢＡＳＦから
入手可能であるＳｔｙｒａｎｏｌ（登録商標）（例えば、Ｓｔｙｒａｎｏｌ（登録商標）
　ＮＤ　４３０）、もしくはＲｏｖｅｎｅ（登録商標）　４０４９のようなＲｏｖｅｎｅ
（登録商標）といった商品名で入手可能であるカルボキシル化スチレン／ブタジエンコポ
リマーである。他の実施形態において、この疎水性ポリマーは、Ａｃｒｏｎａｌ（登録商
標）　Ａ２２０もしくはＡｃｒｏｎａｌ（登録商標）　２９６Ｄのような、Ａｃｒｏｎａ
ｌ（登録商標）といった商品名で入手可能であるラテックススチレンアクリレート（ｌａ
ｔｅｘ　ｓｔｙｒｅｎｅ　ａｃｒｙｌａｔｅ）である。Ｓｔｙｒａｎｏｌ（登録商標）は
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、水性分散液として利用可能である。特定の実施形態において、疎水性ポリマーは、商品
名Ａｑｕａｚｏｌ（登録商標）（例えば、Ａｑｕａｚｏｌ　２００（分子量２００，００
０）もしくはＡｑｕａｚｏｌ　５００（分子量５００，０００））といった商品名で入手
可能であるポリ（２－エチル－２－オキサゾリン）、（Ａｓｈｌａｎｄ　Ｃｈｅｍｉｃａ
ｌ　Ｃｏ．から入手可能な）ＰＶＰ／ＶＡ　Ｅ－７３５のようなビニルピロリドン／酢酸
ビニルコポリマー、およびそれらの組み合わせ、そしてこの疎水性ポリマーは、Ｓｔｙｒ
ａｎｏｌ（例えば、Ｓｔｙｒａｎｏｌ　ＮＤ　４３０）といった商品名で入手可能である
カルボキシル化スチレン／ブタジエンコポリマーである。
【００４１】
　他の適切な疎水性ポリマーとしては、ＢＡＳＦ（Ｗｙａｎｄｏｔｔｅ，ＭＩ）から入手
可能な、水中３８．５重量％の固形分にて供給されるスチレンアクリル乳濁液であるＪＯ
ＮＣＲＹＬ（登録商標）　２６４１；ＢＡＳＦ（Ｓｔｕｒｔｅｖａｎｔ，ＷＩ）から入手
可能な、水中４８．５重量％の固形分にて供給されるアクリル乳濁液であるＪｏｎｃｒｙ
ｌ　ＪＯＮＣＲＹＬ（登録商標）　２６４６；ＢＡＳＦ（Ｗｙａｎｄｏｔｔｅ，ＭＩ）か
ら入手可能な、水中４８重量％の固形分にて供給されるアクリル乳濁液であるＪＯＮＣＲ
ＹＬ（登録商標）　６２４；ＢＡＳＦ（Ｗｙａｎｄｏｔｔｅ，ＭＩ）から入手可能な、水
中４５．５重量％の固形分にて供給されるアクリル乳濁液であるＪＯＮＣＲＹＬ（登録商
標）　２３３０；ＢＡＳＦ（Ｓｔｕｒｔｅｖａｎｔ，ＷＩ）から入手可能な、水中４７．
３重量％の固形分にて供給されるアクリル乳濁液であるＪＯＮＣＲＹＬ（登録商標）　Ｅ
ＣＯ　２１２４；Ａｒｋｅｍａ（Ｃａｒｙ，ＮＣ）から入手可能な、水中５７．５重量％
の固形分にて供給されるアクリルコポリマー乳濁液であるＵＣＡＲ（登録商標）　Ｌａｔ
ｅｘ　６５６９；Ｗａｃｋｅｒ　Ｃｈｅｍｉｅ（Ｍｕｎｃｈｅｎ，Ｇｅｒｍａｎｙ）から
入手可能な、水中５５重量％の固形分にて供給されるポリビニルアルコール安定化酢酸ビ
ニルエチレンコポリマー分散液であるＶＩＮＮＡＰＡＳＳ（登録商標）　４０１；Ｎｉｐ
ｐｏｎ　Ｐａｐｅｒ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ（Ｔｏｋｙｏ，Ｊａｐａｎ）から入手可能な、
水中３０重量％の固形分にて供給される水性アクリル変性ポリオレフィンであるＡＵＲＯ
ＲＥＮ（登録商標）　ＡＥ－２０２；Ｍａｌｌａｒｄ　Ｃｒｅｅｋ　Ｐｏｌｙｍｅｒｓ（
Ｃｈａｒｌｏｔｔｅ，ＮＣ）から入手可能な、水中５３重量％の固形分にて供給される結
合スチレン含有率３０％を備えた高ゲル含有重合ラテックスであるＲＯＶＥＮＥ（登録商
標）　４８１３　ＳＢＲ　Ｅｍｕｌｓｉｏｎ；Ｂａｙｅｒ　Ｍａｔｅｒｉａｌ　Ｓｃｉｅ
ｎｃｅｓ（Ｐｉｔｔｓｂｕｒｇｈ，ＰＡ）から入手可能な、水中５８重量％の固形分にて
供給されるポリ－２－クロロブタジエン－１，３の水性分散液であるＤＩＳＰＥＲＣＯＬ
Ｌ（登録商標）　Ｃ　ＶＰＬＳ　２３７２／１；Ｌａｗｔｅｒ（Ｃｈｉｃａｇｏ，ＩＬ）
から入手可能な、水中５５重量％の固形分にて供給されるロジン付加物およびロジンエス
テル化をベースにした水性粘着剤分散液であるＳＮＯＷＴＡＣＫ（登録商標）　ＳＥ　７
８０Ｇ；Ｌａｗｔｅｒ（Ｃｈｉｃａｇｏ，ＩＬ）から入手可能な、水中５７重量％の固形
分にて供給されるロジン樹脂および非ロジン樹脂をベースにした水性粘着剤分散液である
ＳＮＯＷＴＡＣＫ（登録商標）　８８０Ｇ；Ｌａｗｔｅｒ（Ｃｈｉｃａｇｏ，ＩＬ）から
入手可能な、水中５１重量％の固形分にて供給される高級安定化ロジンエステルをベース
にした水性粘着剤分散液であるＳＮＯＷＴＡＣＫ（登録商標）　ＳＥ　７２４Ｇ；および
Ｍｉｃｈｅｌｍａｎ、Ｉｎｃ．（Ｃｉｎｃｉｎｎａｔｉ，ＯＨ）から入手可能な、水中２
８重量％にて供給されるエチレンアクリル酸分散液であるＭｉｃｈｅｍ　Ｐｒｉｍｅ　５
９３１が挙げられる。
【００４２】
　　Ｃ．吸湿性粒子状フィラー
　吸湿性粒子状フィラーが、組成物に添加され得、疎水性物質および親水性物質の接着性
能力を高め得る。このような吸湿剤の使用は、ラベル上の接着性層の中への水の浸透を高
めるための手段、ならびに接着剤の親水性領域および疎水性領域の両方の中への活性化流
体（もしくは溶媒）の分配および再分配をベースにした接着性活性化の動力学を制御する
ための手段として有益である。この接着剤がその非粘着性状態から粘着性状態へ移行する
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ために、接着剤は、特定の量の水および／もしくは溶媒水分が物質の内部に存在すること
を必要とする。この水分の保持は、ポリマー層の粘弾性流動を保ち、次に粘着性ラベルを
生じさせるためのメカニズムとして利用され得る。しかしながら、過剰な水分は、接着性
相互作用の発生に対する物理的障壁として作用することにより、接着剤の基材との接触を
防ぎ得て、流れ落ち過程の間にラベルが基材上の所望される貼り付け領域から移動する結
果を生じさせ得る。吸湿剤の使用により付加される利点は、本明細書において説明される
接着性組成物でコーティングされた表面を有するラベルの自己巻きロールにて、「ブロッ
キング」現象を減少させるそれらの能力である。
【００４３】
　これらの吸湿性粒子状フィラー物質は、典型的に、様々な溶媒におけるコロイド性懸濁
液として、もしくは固形物として利用可能であり、所望される濃度にて最終の接着性組成
物の中へ組み入れられる。この懸濁液の濃度は、典型的に、水性懸濁液もしくは溶媒ベー
スの懸濁液のいずれかにおいて、１０％から９０％固形分（懸濁液の液相の容積に対する
懸濁液中の固形分の重量）の範囲にあり、１％から２５％（フィルムにおける他の成分の
乾燥重量の割合としてのフィルムにおける乾燥固形分の重量）の割合にて最終の乾燥フィ
ルムにおいて存在する。しかしながら、この範囲を下回る、もしくは上回る濃度が、組成
物および／または所望される用途に依存して可能である。
【００４４】
　これらの試剤は、多くの場合、マイクロ粒子およびナノ粒子であり、その体積に対する
表面積の比率が高いことに起因して凝集する傾向があるので、接着剤の調製及び保管の間
、これらの吸湿剤のフロキュレーションを防止するために、注意が払われるべきである。
概して、この粒子状フィラーの内部の粒子は、０．００５μｍ（マイクロメートル）と１
５μｍとの間、より好ましくは０．００５μｍと１０μｍとの間、そして最も好ましくは
０．００５μｍと５μｍとの間の最大粒子寸法を有し得る。本明細書において使用される
場合、「最大粒子寸法」という用語は、粒子上の二点の間での最長の直線寸法を呼称する
。
【００４５】
　懸濁液におけるこれらの試剤の均質な分配を確実にするための方法としては、撹拌、界
面活性剤、温度および／もしくはｐＨの使用が挙げられ得る。溶媒、水、および／もしく
は接着性成分を使用することによる吸湿剤の前飽和もしくは処置もまた、活性化溶液の様
々な成分に対するそれらの親和性を変えることが可能である。
【００４６】
　適切な吸湿性粒子状フィラーとしては、アルミナ、アルミナゲル、ベーマイト、擬ベー
マイト（ｐｓｅｕｄｏｂｏｅｈｍｉｔｅ）、クレー、炭酸カルシウム、チョーク、炭酸マ
グネシウム、カオリン、焼成クレー、ピロピレート（ｐｙｒｏｐｙｌａｔｅ）、ベントナ
イト、ゼオライト、タルク、シリカ、シリカゲル、合成ケイ酸アルミニウム、合成ケイ酸
カルシウム、珪藻土（ｄｉａｔｏｍａｔｉｏｕｓ　ｅａｒｔｈ）、無水ケイ酸粉末、水酸
化アルミニウム、バライト、硫酸バリウム、石膏、硫酸カルシウム、ならびに（ポリアミ
ド、ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドン、ポリビニルピロリドン酢酸ビニル等
が挙げられるが、それらに限定されない）親水性ポリマー性ビーズおよび／もしくは疎水
性ポリマー性ビーズのような有機粒子、ならびに他の類似の物質、ならびに上記の物質の
組み合わせが挙げられるが、それらに限定されない。
【００４７】
　　Ｄ．ポリマー溶媒
　溶媒（単数もしくは複数）が、親水性物質および／もしくは疎水性物質を調合するため
の手段として、組成物へ添加され得る。例えば、溶媒（単数もしくは複数）は活性化流体
の溶液の組成物を反映するように添加され得、活性化流体に対する接着性層の曝露に続く
ラベルの迅速な膨張、および急速な粘着接着力を高め得る。堆積プロセスの間に、活性化
溶液の化学を含むことにより、この接着剤の表面は改変され得て、活性化溶液が活性化の
ために接着剤層の中へ浸透することを促進し得る。その上さらに、溶媒、特に低い粘性お
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よび／またはより高い蒸気圧を有する溶媒を組み入れることは、ラベル上のより不変かつ
一様な接着性フィルムの堆積を可能にする。その上さらに、いくつかの溶媒は、最適なラ
ベル印刷品質のために当初のままでなければならないラベルの前面の上における接着性層
堆積プロセスのあらゆる不都合な効果を防止することが可能であり得る。選択された溶媒
がコーティングされる基材を損耗もしくは変形させないことを確実にするように注意しな
ければならない。一つの実施形態において、第一級アルコール、グリコール、およびアセ
テートはサーマルインクを損耗もしくは活性化する傾向があるので、熱的活性化紙が、水
ベースの溶媒システムでコーティングされる。溶媒としては、エタノール、イソプロパノ
ール、ｎ－プロパノール、メチルエチルケトン、トルエン、塩化メチレン、ならびに／も
しくは（ポリエチレングリコール、グリコールエーテル、および脂肪アルコールが挙げら
れる）融合剤（ｃｏａｌｅｓｃｉｎｇ　ａｇｅｎｔ）が挙げられ得るが、これらに限定さ
れない。
【００４８】
　　Ｅ．活性化流体
　活性化流体組成物が、ライナーなしラベルの接着性組成物の層の接着性成分（単数もし
くは複数）の最適な活性化を提供する。この活性化流体組成物は、接着性能力を低下させ
得るラベルの接着性表面の濡らし過ぎなしに、親水性接着性成分および疎水性接着性成分
を湿らせるように、接着性層の中へ浸透しなければならない。加えて、この活性化流体組
成物は、例えばスタンドアローンシステム、ラベル印刷機、ラベリングライン（ｌａｂｅ
ｌｉｎｇ　ｌｉｎｅ）、もしくは他の装置における、ライナーなしラベル上へ活性化流体
を塗布するためのメカニズムに適合性があることが必要である。この活性化流体組成物は
また、安全かつ非毒性でなければならず、それらの意図される目的に関する監督機関によ
り定められたガイドラインを満たさなければならない。
【００４９】
　この活性化流体（もしくは溶液）の目的は、水分を接着性層の中へ導入して、接着剤が
その非粘着性状態から粘着性状態へ変わることを可能にすることである。しかしながら、
親水性接着性物質および疎水性接着性物質の両方の選択が与えられた場合、最適な活性化
を可能にするために、二種もしくはそれよりも多くのポリマーと、堆積プロセスにおいて
使用される溶媒との化学の理由としなければならない。先に説明されたように、この活性
化流体は、接着性層の親水性領域の中へ浸透して、急速な粘着を発生させる必要があり、
次いで疎水性領域において再分配および残留をして、最終的な粘着および長期間の接着を
維持する必要がある。
【００５０】
　接着性層との接触の際、活性化流体が迅速に接着性層の中へ浸透して、親水性領域を膨
張させる結果として、ラベルが滑らかになって所望される貼り付けの領域から滑ることを
引き起こさずに、急速な粘着の発生と、疎水性領域の表面積の増加とが生じる。一つの実
施形態において、急速な粘着の結果として、基材に対する貼り付けの約５分間以内で約１
００グラム／インチよりも大きい範囲の平均剥離強度、好ましくは基材に対する貼り付け
の約２分間以内で約２００グラム／インチよりも大きい平均剥離強度、より好ましくは基
材に対する貼り付けの約１分間以内で約２００グラム／インチよりも大きい平均剥離強度
が生じる。次いで、この活性化流体が疎水性領域の中へ分配する結果として、それらの膨
張および基材への最終的な接着が生じる。この基材への接着の結果として、約１００グラ
ム／インチから約１，０００グラム／インチ、好ましくは約２００グラム／インチから約
１，０００グラム／インチ、より好ましくは約４００グラム／インチから約１，０００グ
ラム／インチの範囲にある平均剥離試験値が生じる。次いで、この活性化流体は、最終的
な粘着がラベルにおける過剰水分の存在により低下することがないように、吸湿性フィラ
ーの中への移動、もしくは蒸発のいずれかにより親水性領域から除去される。
【００５１】
　適切な溶媒としては、水；アセトン；アセトニトリル；メタノール、エタノール、イソ
プロピルアルコール、ｎ－プロパノール、ｎ－ブタノール、２－ブタノール、イソブタノ
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ール、２－メチル－２－ブタノール（２－ｍｅｔｈｙ－２－ｂｕｔａｎｏｌ）、ｎ－ペン
タノール、ｎ－ヘキサノール、２－ヘキサノール、シクロヘキサノール、ｎ－ヘプタノー
ル、ｎ－オクタノール、ｎ－ノナノール、ｎ－デカノールが挙げられるが、それらに限定
されない低級アルコール（すなわち、１～１０個の炭素原子を有するアルコール）；プロ
ピレングリコール、エチレングリコール、およびブチレングリコールが挙げられるが、そ
れらに限定されないグリコール；ウンデカノール、ドデカノール、１－テトラデカノール
、アラキジルアルコール、ドコサノール、テトラコサノール、ヘキサコサノール、オクタ
ノソール、トリアコンタノール、セチルアルコール、ステアリルアルコール、およびポリ
コシノールが挙げられるが、それらに限定されない脂肪アルコール（すなわち、１０個よ
りも多くの炭素原子を有するアルコール）；メチルエチルケトンのようなケトン；酢酸メ
チル、酢酸エチル、ｎ－プロピルアセテート、イソプロピルアセテート、イソブチルアセ
テート、ｓｅｃ－ブチルアセテート、ｔｅｒｔ－ブチルアセテート、３－メチル－ｌ－ブ
チルアセテートが挙げられるが、それらに限定されない低級（すなわち、１個から１０個
の炭素原子を有する）アセテートのようなエステル；ミネラルスピリット；亜麻仁油およ
び植物油のようなオイル；リモネンのような柑橘類ベースの溶媒、他の第一級アルコール
、第二級アルコール、および第三級アルコール、ならびにそれらの組み合わせが挙げられ
るが、それらに限定されない。
【００５２】
　エチレングリコールおよびプロピレングリコールのような低揮発性溶媒は、特に、潜在
期間の延長において有用である。
【００５３】
　イソプロピルアルコールのような低表面エネルギー溶媒は、特に、疎水性基材および／
もしくは低表面エネルギー基材上の湿潤の増大において効果的である。
【００５４】
　接着性調合物に関するポリマーの選択によっては、ラベルを活性化するために必要とさ
れる活性化溶媒を水とすることが可能である。しかしながら、非粘着性から活性化へ迅速
に移行するために水だけしか必要としないポリマーを選択することは、大気水分の吸収に
起因して非粘着性状態から粘着性状態への移行を引き起こし、完成したラベルがブロッキ
ングに対して非常に脆弱になるので、所望されない場合がある。
【００５５】
　それゆえに、一つの実施形態において、活性化流体は、少なくとも２種もしくはそれよ
りも多くの溶媒を含む。第一の溶媒もしくは成分は、水もしくは水溶液であり、接着剤の
親水性領域の迅速な濡れと膨張とを可能にして、基材に対するラベルの初期接着を担う急
速な粘着を発生させる。しかしながら、水が吸湿性フィラーの中へ抜き出されると、急速
な粘着は、失われるので、水においていくらかの膨張挙動を呈する疎水性領域に由来する
最終的な粘着もしくは長期間の粘着により置換されなくてはならない。それゆえ、第二の
溶媒もしくは成分は、疎水性領域の中への活性化流体の浸透を増加させることにより、疎
水性領域の活性化を高める疎水性化学部分を含む非水性（非水）溶媒である。特定の実施
形態において、非水性溶媒は、水と部分的に混和性があるか、水と完全に混和性がある。
溶媒の混合物を使用することにより、親水性領域の膨張は、溶媒の浸透に対し曝された疎
水性領域の表面積を増加させ得、その結果として最終的な粘着をより迅速に発生させ得る
。必要に応じた第三の溶媒もしくは成分は、好ましくは揮発性物質であり、接着性層から
過剰水分を除去して、より強固な接着を促進することを助けるために使用され得る。この
ことは、溶媒として、水だけしか使用しない、またはシリケートおよび／もしくはポリマ
ーのような添加剤を足した水だけしか使用しないことを記載している米国特許第７，９４
３，７１４号とは対照的である。しかしながら、水の使用だけでは、上記で説明されたよ
うな問題があり得る。本明細書において説明される溶媒システムは、非毒性（フタレート
なし）であり、不揮発性物質（例えば、固形物）を含まず、そしてスプレー塗布のために
低粘性である。
【００５６】



(15) JP 2014-508202 A 2014.4.3

10

20

30

40

50

　一つの実施形態において、溶媒は、水溶液中に５％から２０％の間で非毒性有機溶媒を
含んでいる。ポリマー接着性層と、上記で考察されたパラメーター内で層を活性化する適
切な溶媒とを適合させるように注意すべきである。特定の実施形態において、この活性化
組成物は、水中に１％～５０％ｗ／ｗのアルコールを含む混合溶媒システムであり、好ま
しくは水中に１０％ｗ／ｗのアルコールを混合したものである。しかしながら、疎水性化
学部分を含み、いくらかの水混和性を有するあらゆる極性溶媒もまた、使用され得る。
【００５７】
　この溶媒システムは、接着性組成物の特性を変えるために、特定の接着性組成物に関し
て変えられ得る。例えば、以下の例は、活性化溶媒が、選択された親水性物質および／も
しくは疎水性物質と相互に関連して所望される能力を達成するように、変えられ得ること
を示す。概して、溶媒は、溶媒感受性フィルムのポリマー性成分を可溶化するか、もしく
は膨張させるかのいずれかである液性流体である。非溶媒は、溶媒感受性フィルムのポリ
マー性成分を可溶化せず、かつ膨張させない液性流体である。一つの実施形態において、
非溶媒が、ラベルの総平均剥離接着力（ｏｖｅｒａｌｌ　ａｖｅｒａｇｅ　ｐｅｅｌ　ａ
ｄｈｅｓｉｏｎ）を減らすために、活性化流体の中へ組み入れられ得る。別の実施形態に
おいて、与えられた温度にて水の蒸気圧よりも大きな蒸気圧を備えた溶媒が、許容可能な
最終的接着力値を達成するのに必要とされる時間量を少なくするために、活性化流体の中
へ組み入れられ得る。
【００５８】
　表面張力を減少させ、接着性フィルム表面上での溶媒の展開を高め、および／もしくは
活性化溶媒の浸透を促進するために、界面活性剤が活性化流体へ添加され得る。界面活性
剤はまた、霧化の際に（ラベルの接着性層に対する活性化流体の塗布のために使用される
場合）より小さい粒子寸法を備えたより微細な霧の創出を可能にすることにより、活性化
流体の送達を助け得、そのことが、活性化溶液と接着性層との間の相互作用のための表面
積を増加させることにより、接着性活性化を促進可能である。使用され得る界面活性剤の
種類としては、アニオン性、カチオン性、非イオン性、および両性の界面活性剤が挙げら
れる。特定の例としては、レシチン、ＳｐａｎＴＭ－６０、ＳｐａｎＴＭ－８０、Ｓｐａ
ｎＴＭ－６５、ＴｗｅｅｎＴＭ－２０、ＴｗｅｅｎＴＭ－４０、ＴｗｅｅｎＴＭ－６０、
ＤｙｎｏｌＴＭ　６０４（Ａｉｒ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ）、ＳｕｒｆｙｎｏｌＴＭ（Ａｉｒ
　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ）、ＰｌｕｒｏｎｉｃｓＴＭ（ＢＡＳＦ、Ｇｅｒｍａｎｙ）、Ｐｏｌ
ｙｓｏｒｂａｔｅｓＴＭ（ＴｗｅｅｎＴＭ）、ドデシル硫酸ナトリウム（ラウリル硫酸ナ
トリウム）、ラウリルジメチルアミンオキシド、臭化セチルトリメチルアンモニウム（Ｃ
ＴＡＢ）、ポリオキシレート化アルコール、ポリオキシエチレンソルビタン、Ｏｃｔｏｘ
ｙｎｏｌＴＭ（Ｔｒｉｔｏｎ　Ｘ１００ＴＭ）、Ｎ，Ｎ－ジメチル－ドデシルアミン－Ｎ
－オキシド、臭化ヘキサデシルトリメチルアンモニウム（ＨＴＡＢ）、ポリオキシル　１
０　ラウリルエーテル、ＢｒｉｊＴＭ　７２１ＴＭ、胆汁塩（デオキシコール酸ナトリウ
ム塩、コール酸ナトリウム塩）、ポリオキシルひまし油（ＣｒｅｍｏｐｈｏｒＴＭ）、Ｎ
ｏｎｙｌｐｈｅｎｏｌ　ｅｔｈｏｘｙｌａｔｅ　（ＴｅｒｇｉｔｏｌＴＭ）、シクロデキ
ストリン、レシチン、もしくは塩化メチルベンゼトニウム（ＨｙａｍｉｎｅＴＭ）が挙げ
られる。
【００５９】
　　Ｆ．他の添加剤
　特定の用途のために必要に応じて、添加剤、例えば、酸、塩基、緩衝剤、抗微生物剤、
安定剤、乳化剤、および／もしくは消泡剤が、活性化流体の中へ組み入れられ得る。
【００６０】
　他の添加剤が、ライナーなしラベルの能力を調整するために、組成物の中へ添加され得
る。これらの添加剤は、例えば水の浸透を高める、ブロッキングを減らす、急速な粘着お
よび／もしくは長期間の接着を増大させる、ならびに潜在期（ラベル活性化と貼り付けと
の間の時間）を改善するといった様々な目的のために選択され得る。添加剤の可能な種類
としては、染料ベース着色剤および顔料ベース着色剤の両方、塩、糖、他の炭水化物、高



(16) JP 2014-508202 A 2014.4.3

10

20

30

40

50

分子電解質、タンパク質、乾燥界面活性剤および液体界面活性剤、樹脂、湿潤剤、（保湿
剤、ポリエチレングリコール、および／もしくは塩などのような）ラベルの所望されるレ
イフラット特性を提供する添加剤、他の類似の物質、ならびにそれらの組み合わせが挙げ
られるが、これらに限定されない。これらの添加剤は、ポリマー成分の一つもしくは両方
、ポリマー溶媒、活性化流体、またはそれらの組み合わせの中へ組み入れられ得る。
【００６１】
　特に、活性化における非揮発性の溶媒、可塑剤、融合剤、オリゴマー、および／もしく
はポリマーの使用は、与えられた接着性組成物の開放時間を延長し得る。活性化スプレー
における添加剤は、活性化スプレーを塗布するために使用される塗布器を詰まらせるべき
ではなく、過剰な清掃を必要とするべきではない。
【００６２】
　ＩＩＩ．キット
　接着性組成物もしくは接着性組成物を調製するための成分を含んだキットが、本明細書
において説明される。一つの実施形態において、このキットは、事前に混合された親水性
物質および疎水性物質、ならびに任意の添加剤を含む。この混合物は、適切な溶剤中の溶
液もしくは懸濁液の形であり得る。代替的に、混合物は固体であり得、これはユーザーに
より溶液もしくは懸濁液の中へ調合される。これらの実施形態において、キットは、接着
性組成物を調合するための一種もしくはそれよりも多くの溶媒を含み得る。親水性物質、
疎水性物質、添加剤、および／もしくは溶媒は、ドラムもしくはトート（ｔｏｔｅ）のよ
うな適切な容器において提供され得る。このキットはまた、接着性組成物を調製するため
の指示書、およびそれをラベルへ塗布するための指示書を含み得る。このキットはまた、
ドラムもしくはトートのような別個の容器においてパッケージングされた活性化溶液を含
み得る。この活性化溶液は、活性化溶液に既に溶解もしくは分散した一種もしくはそれよ
りも多くの添加剤を含み得る。代替的に、この添加剤は、使用の前に活性化溶液へ添加さ
れ得る。他の実施形態において、キットは、接着性組成物、必要に応じた任意の添加剤、
および活性化流体を含み、その接着性組成物および活性化流体は、別個にパッケージング
および／もしくは送達されるが、ライナーなしラベルを調製するために組み合わされて使
用される。
【００６３】
　いくつかの実施形態において、接着性組成物および活性化溶液は、接着性組成物をラベ
ルに対し塗布し、処置されたラベルと活性化流体とを最終のエンドユーザーに対し販売す
る事業体に対し販売される。処置されたラベルと活性化流体とを最終のエンドユーザーに
対し販売する事業体は、ラベルおよび活性化流体を、ラベルを活性化するためのアフター
マーケットデバイスに適合し、ラベルの印刷および／もしくはそれらの商品に対する貼り
付けのために使用される印刷／ラベリングデバイスとともにパッケージングし得る。
【００６４】
　別の実施形態において、完成したラベルが最終の顧客に対し提供され、ここでは、ラベ
ルのパッケージングの前に接着性組成物が塗布されている。このユーザーは、上記および
Ｗｏｏｄｓらによる米国特許出願第２０１１／００３３６９８号において記載されていて
、接着性組成物の活性化のためのアフターマーケットデバイスに適合している適切な印刷
／ラベリングデバイスの中へ、ラベルを装填する。このアフターマーケットデバイスは、
活性化溶液をラベルに対し塗布して接着剤を活性化し、かつ再利用可能である。このアフ
ターマーケットデバイスは、必要に応じて置換され得る。エンドユーザーがこのアフター
マーケットデバイスを入手した場合、ラベルと活性化流体とを含むキットは、そのアフタ
ーマーケットデバイスの中へ装入されるものであり、そのエンドユーザーにより購入され
得る。他の実施形態において、このアフターマーケットデバイスは、後付けされるのでは
なく、活性化デバイスを印刷機デバイスの中へ組み込んだ状態の独自の印刷機／ラベリン
グデバイスである。
【００６５】
　特定の実施形態において、キットは、ラベルのコーティング者／製造者に対し販売され
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る。このキットは、下記のうちの一つまたはそれよりも多くを含み得る：（１）大型（ｌ
ａｒｇｅ　ｆｏｒｍａｔ）のウェブベースのコーティング器を使用してフェイスシート（
ｆａｃｅ　ｓｈｅｅｔ）上へコーティングされる接着剤を含むドラム、ペール（ｐａｌｅ
）、トート、もしくは他のバルク容器；（２）リフィルステーション（ｒｅｆｉｌｌ　ｓ
ｔａｔｉｏｎ）、再利用可能な容器、もしくは使い捨てカートリッジの中へ再パッケージ
ングされる活性化流体を含むドラム、ペール、トート、もしくは他のバルク容器；（３）
活性化流体を含むリフィルステーション、再利用可能な容器、もしくは使い捨てカートリ
ッジ；（４）ライナーなしラベルの大判ロール（ｗｉｄｅ　ｆｏｒｍａｔ　ｒｏｌｌ）；
ならびにそれらの組み合わせ。このキットの要素は、単一のコーティング者／製造者、も
しくは複数のコーティング者／製造者に対し販売され得る。
【００６６】
　他の実施形態において、キットは、エンドユーザーへ販売される。これらのキットは、
下記のうちの一つもしくはそれよりも多くを含み得る：（１）基材の裏面上に接着剤を備
えたライナーなしラベルであって、ラベル印刷機へ据え付けられて後付けされた単一のノ
ズルによりスプレーされる揮発性の溶媒流体により活性化される、ライナーなしラベル；
（２）基材の裏面上に接着剤を備えたライナーなしラベルであって、ラベル印刷機へ据え
付けられて後付けされた単一のノズルによりスプレーされる非揮発性の溶媒流体により活
性化される、ライナーなしラベル；（３）基材の裏面上に接着剤を備えたライナーなしラ
ベルであって、ラベル印刷機へ据え付けられて後付けされた複数の整列されたノズルによ
りスプレーされる非揮発性の溶媒流体により活性化される、ライナーなしラベル；（４）
基材の裏面上に接着剤を備えたライナーなしラベルであって、ラベル印刷機へ据え付けら
れて後付けされた複数の整列されたノズルによりスプレーされる揮発性の溶媒流体により
活性化される、ライナーなしラベル；（５）基材の裏面上にプライマー層を備えたライナ
ーなしラベル、およびラベル印刷機へ据え付けられて後付けされた単一のノズルにより基
材に対し塗布される接着剤；（６）基材の裏面上にプライマー層を備えたライナーなしラ
ベル、およびラベル印刷機へ据え付けられて後付けされた複数の整列されたノズルにより
基材に対し塗布される接着剤；（７）基材の裏面上にプライマー層を備えたライナーなし
ラベル、およびラベル印刷機へ据え付けられて後付けされた単一のノズルにより基材に対
し塗布される接着剤であって、次いでラベル印刷機へ据え付けられて後付けされた別のノ
ズルによりスプレーされる揮発性の溶媒流体により活性化される、接着剤；（８）基材の
裏面上にプライマー層を備えたライナーなしラベル、およびラベル印刷機へ据え付けられ
て後付けされた単一のノズルにより基材に対し塗布される接着剤であって、次いでラベル
印刷機へ据え付けられて後付けされた別のノズルによりスプレーされる非揮発性の溶媒流
体により活性化される、接着剤；（９）基材の裏面上にプライマー層を備えたライナーな
しラベル、およびラベル印刷機へ据え付けられて後付けされた複数の整列されたノズルに
より基材に対し塗布される接着剤であって、次いでラベル印刷機へ据え付けられて後付け
された別の複数の整列されたノズルによりスプレーされる揮発性の溶媒流体により活性化
される、接着剤；（１０）基材の裏面上にプライマー層を備えたライナーなしラベル、お
よびラベル印刷機へ据え付けられて後付けされた複数の整列されたノズルにより基材に対
し塗布される接着剤であって、次いでラベル印刷機へ据え付けられて後付けされた別の複
数の整列されたノズルによりスプレーされる非揮発性の溶媒流体により活性化される、接
着剤；（１１）基材の裏面上にコーティングを備えないライナーなしラベル、およびラベ
ル印刷機へ据え付けられて後付けされた単一のノズルにより基材に対し塗布される接着剤
；（１２）基材の裏面上にコーティングを備えないライナーなしラベル、およびラベル印
刷機へ据え付けられて後付けされた複数の整列されたノズルにより基材に対し塗布される
接着剤；（１３）基材の裏面上にコーティングを備えないライナーなしラベル、およびラ
ベル印刷機へ据え付けられて後付けされた単一のノズルにより基材に対し塗布される接着
剤であって、次いでラベル印刷機へ据え付けられて後付けされた別のノズルによりスプレ
ーされる揮発性の溶媒流体により活性化される、接着剤；（１４）基材の裏面上にコーテ
ィングを備えないライナーなしラベル、およびラベル印刷機へ据え付けられて後付けされ
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た単一のノズルにより基材に対し塗布される接着剤であって、次いでラベル印刷機へ据え
付けられて後付けされた別のノズルによりスプレーされる非揮発性の溶媒流体により活性
化される、接着剤；（１５）基材の裏面上にコーティングを備えないライナーなしラベル
、およびラベル印刷機へ据え付けられて後付けされた複数の整列されたノズルにより基材
に対し塗布される接着剤であって、次いでラベル印刷機へ据え付けられて後付けされた別
の複数の整列されたノズルによりスプレーされる揮発性の溶媒流体により活性化される、
接着剤；（１６）基材の裏面上にコーティングを備えないライナーなしラベル、およびラ
ベル印刷機へ据え付けられて後付けされた複数の整列されたノズルにより基材に対し塗布
される接着剤であって、次いでラベル印刷機へ据え付けられて後付けされた別の複数の整
列されたノズルによりスプレーされる非揮発性の溶媒流体により活性化される、接着剤；
ならびにこれらの組み合わせ。
【００６７】
　キットは、ラベルを印刷、活性化、および／もしくは貼り付けるラベル印刷機に対し後
付けされるデバイスを含み得る。活性化流体は、後付けされたデバイスの中へ挿入される
か、もしくはその上へ取り付けられるカートリッジ形態の中に供給され得る。カートリッ
ジは、ひとたび流体が排出された場合、取り外し可能であり得る。カートリッジは、エン
ドユーザーにより詰め替えられ得るか、もしくは詰め替えられたカートリッジを提供する
供給者に対し返還され得る。他の実施形態において、流体は、ラベル印刷機に対する後付
け部の内部に含まれる貯留部の中へ差し込む容器において、後付けされたデバイスへ送達
される。
【００６８】
　ラベルがプライマー層をラベルと接着性層との間に含むそれらの実施形態において、プ
ライマー層は、プライマーコーティングされたラベルをエンドユーザーに対し提供するラ
ベル製造者によりラベルに対し塗布され得る。次いで、エンドユーザーは、ラベル印刷機
に対する後付け部を使用して、接着性層をラベルに対し塗布し得る。上記で考察されたよ
うに、接着剤は、ラベル印刷機に対する後付け部から取り外し可能なカートリッジ形態の
中、もしくはラベル印刷機に対する後付け部の内部に含まれる貯留部の中へ差し込む容器
の中に含まれ得る。いくつかの実施形態において、ラベルの裏面がコーティングされない
ので、接着剤は、上記で考察された後付け部（例えば、カートリッジもしくは容器）を経
て塗布される。
【００６９】
　この後付け部は、ラベル貼り付け器、もしくは他の形態の「印刷－貼り付け」ラベリン
グ装置へ据え付けられるデバイスであり得る。代替的に、後付け部は、印刷装置もしくは
ラベリング装置への接続を備えないスタンドアローンデバイスであるデバイスであり得る
。
【００７０】
　ＩＶ．接着性組成物を作製する方法
　親水性ポリマーおよび疎水性ポリマーは、個別に、一種もしくはそれよりも多くの溶媒
とともに、パッケージングされ得、それよりも後で一緒に混合され得る。代替的に、ポリ
マーは、ブレンドを形成するために一緒に混合され得、溶媒中で乳濁液、懸濁液、もしく
は溶液の形態に溶解もしくは懸濁され得る。
【００７１】
　上記で考察されたように、親水性ポリマーおよび疎水性ポリマーは、個別に、もしくは
混合物として、固形物、溶液、もしくは懸濁液の形態にて提供され得る。最終的な接着性
組成物の調製の前に、全ての調合物が、蒸留水もしくは適切な有機溶媒で、所望される濃
度へ希釈される。
【００７２】
　調合物の所望されるコーティング濃度は、２５％固形分（重量／体積）と５５％固形分
（重量／体積）との間である。接着性組成物における成分の特定の組み合わせに依存して
、疎水性接着性成分および親水性接着性成分は、適切な比率で一緒に混合され、その後、
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他の成分を添加する。例えば、添加される吸湿性粒子状フィラーがコロイダル懸濁液の形
態である場合、ポリマー混合物は、この懸濁液の中へ混合され得る；吸湿剤が固体である
場合、それがポリマー混合物へ添加され得る。概して、溶液は、粘性の昇順（ｉｎｃｒｅ
ａｓｉｎｇ　ｏｒｄｅｒ）にて添加され、その後、固形物が添加される。最終的な生成物
の均一性を確かにするために、剪断（ｓｈｅａｒ）が調合物へ導入される。
【００７３】
　Ｖ．接着性組成物を使用する方法
　最終的なライナーなしラベルは、接着性層とフェイスストックとから成る。フェイスス
トックに対する接着性層の塗布は、最終の接着性能力に影響を与える製造プロセスの部分
である。
【００７４】
　　Ａ．フェイスストック
　他の水活性化ラベルおよび溶媒活性化ラベルならびに接着性システムとは異なり、本明
細書において説明される接着性組成物は、様々なフェイスストック水蒸気透過率（ＭＶＴ
Ｒ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｆａｃｅｓｔｏｃｋ）を備えた様々なフェイスストックに対し塗布さ
れ得る。適切なフェイスストックとしては、紙、トップコーティング等級および非トップ
コーティング等級（ｔｏｐ－ｃｏａｔｅｄ　ａｎｄ　ｎｏｎ－ｔｏｐ－ｃｏａｔｅｄ　ｇ
ｒａｄｅ）の直接感熱紙（ｄｉｒｅｃｔ　ｔｈｅｒｍａｌ　ｐａｐｅｒ）、ポリマーフィ
ルム、織合成材料および不織合成材料（ｗｏｖｅｎ　ａｎｄ　ｎｏｎ－ｗｏｖｅｎ　ｓｙ
ｎｔｈｅｔｉｃ　ｍａｔｅｒｉａｌｓ）、木材、金属フィルム、複合フィルム、プラスチ
ック、およびマイラー（ｍｙｌａｒ）が挙げられるが、これらに限定されない。いくつか
の実施形態において、フェイスストック上に、適切な印刷デバイスで、印刷がなされ得る
。他の実施形態において、ラベルの接着性面は、例えばプリンターレジストレーションマ
ーク（ｐｒｉｎｔｅｒ　ｒｅｇｉｓｔｒａｔｉｏｎ　ｍａｒｋ）といった印刷デバイスか
ら染料／インク／顔料を受容し得る。
【００７５】
　　Ｂ．基材
　本明細書において説明される接着性組成物は、コーティングされたラベルを様々な基材
に対し接着するために使用され得る。適切な基材としては、紙、ボール紙、ならびに金属
、ガラス、ならびに商業的応用において一般的に使用されるプラスチック、ならびに他の
低エネルギー基材および熱可塑性基材が挙げられるが、これらに限定されず、そのプラス
チックとしては、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴＥ、ＰＥＴ、ＰＥＴＧ）、ポリエ
チレン（ＰＥ）、ポリスチレン（ＰＳ）、低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）、直鎖状低密
度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）、高密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）、ポリプロピレン（Ｐ
Ｐ）、ポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）およびポリ塩化ビニルフィルム、およびＴＹＶＥＫ（登
録商標）が挙げられるが、これらに限定されない。
【００７６】
　いくつかの実施形態において、接着剤は、単一の特定の基材に接着するが、他の基材に
接着しないように設計される。一つの実施形態において、接着剤は、特定の接着強度およ
び／もしくは破壊状況を有するように設計され得る。例えば、薬剤ボトルのために、接着
性調合物は、きれいに剥離（ｃｌｅａｎ－ｐｅｅｌ）するが、高い剥離強度を有するよう
に設計され得る。このことは、フェイスシートと基材との間の接着性結合がラベルの破壊
状況（ｍｏｄｅ　ｏｆ　ｆａｉｌｕｒｅ）である場合に起こる。より具体的には、接着結
合は、フェイスシートの構造物（ｃｏｎｓｔｒｕｃｔ）よりも低い破壊点（ｆａｉｌｕｒ
ｅ　ｐｏｉｎｔ）を有する。他の実施形態において、接着剤は、ほとんどもしくはまった
く接着性調合物を改変することなく、様々な基材に対し接着するように設計される。
【００７７】
　接着性組成物（もしくはブレンド）は、典型的なウェブコーティング方法を利用して、
上記で列挙されたフェイスストックに対し塗布され得、そのウェブコーティング方法とし
ては、ロール式ナイフ（ｋｎｉｆｅ　ｏｆ　ｒｏｌｌ）、グラビア、リバースグラビア、
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メータリングロッド（ｍｅｔｅｒｉｎｇ　ｒｏｄ）、スロットダイ、およびエアナイフコ
ーティング方法が挙げられるが、これらに限定されない。
【００７８】
　フェイスストック上の接着性組成物のコーティング重量は、溶媒感受性接着性ラベルの
最終の使用用途に大きく依存する。コストを減らすために、平方メートル当たり接着剤３
乾燥グラムのコーティング重量が、典型的に使用される。しかしながら、平方メートル当
たり２５乾燥グラムまでのコーティング重量もまた、使用され得る。コーティング厚さは
、典型的に、２５ミクロンよりも小さく、好ましくは２０ミクロンよりも小さく、より好
ましくは１５ミクロンよりも小さい。
【００７９】
　フェイスストックウェブへの接着性組成物の塗布の後、残存している水および溶媒が、
接着性組成物から抽出される。これは、従来の方法を使用して達成され得、その方法とし
ては、空気浮選オーブン、ウェブオーバーローラーズオーブン（ｗｅｂ　ｏｖｅｒ　ｒｏ
ｌｌｅｒｓ　ｏｖｅｎ）、エネルギーキュア（ｅｎｅｒｇｙ　ｃｕｒｅ）方法などが挙げ
られるが、これらに限定されない。代替的に、この接着性組成物は、接着性組成物中のポ
リマー、コポリマー、もしくは粒子状フィラーが過剰なポリマー溶媒および／もしくは活
性化スプレーをトラップし、その結果、組み合わせシステム（ポリマー（単数もしくは複
数）＋スプレー）の蒸気圧がスプレー単独の蒸気圧よりも低くなるように、設計され得る
。これは、ラベルと接触しなかった任意のオーバースプレー（ｏｖｅｒｓｐｒａｙ）が蒸
発することを可能にするが、ラベルを無期限で粘着性に保つ。一つの実施形態において、
これは、無機塩を粒子状フィラーとして接着性調合物の中へ組み入れることにより達成さ
れ得る。
【００８０】
　必要に応じて、熱的活性化紙および熱的活性化フィルムをコーティングすることが所望
され得る。接着剤の選択において、接着性組成物を調合する成分が、埋め込まれた感熱染
料とネガティブな相互作用をする特定の化学もしくは溶媒を含まないことを確実にするよ
うに注意しなければならない。加えて、乾燥（もしくは溶媒除去）プロセスの間、このプ
ロセスからの熱もしくはエネルギーが、感熱紙を活性化（イメージングとして公知のプロ
セス）するべきではない。時として、接着剤によるウェブのコーティングは、形状記憶も
しくは湾曲（ｃｕｒｌｉｎｇ）として公知の現象を誘発し得る。多くの場合、最終の貼り
付けのためにラベルがレイフラット特性を有することが重要であるので、以前に説明され
たように、多数の添加剤が、接着性調合物へ添加され得て、湾曲を防止する。加えて、機
械的方法が、湾曲を減らすために用いられ得る。また、ラベルの非接着性コーティング面
への水蒸気（もしくは他の液体の蒸気）の付加が、湾曲を減らすことに劇的な効果を有し
得る。
【００８１】
　　Ｃ．コーティングされたラベル
　一つの実施形態において、最終的な製品は、３つの層を有するラベルである：典型的な
ラベル印刷機によるような手段により印刷可能である第一の層、フェイスストック材料の
第二の層、次いで（例えば、フェイスストックの一つの表面上にコーティングされる、吸
湿性粒子状フィラーおよび他の添加剤の分散物を含んだ、疎水性ポリマーおよび親水性ポ
リマーのブレンドから成るフィルムのような）本明細書において説明される接着性組成物
の第三の層。好ましくは、フィラーの一様な分散物を備えた全ての接着性ポリマーの均一
なミックスから成る連続相が存在する。代替的に、親水性ポリマーに富んだものと、疎水
性ポリマーに富んだものとの二相からなるフィルムを生じさせるポリマーの相分離が存在
する；これは、二つの異なった態様にて起こり得、親水性ポリマーの領域を備えた疎水性
ポリマーの連続相であるか、もしくはその逆である。これらの実施形態において、フィラ
ーは、両方の相において一様に分散するか、もしくはポリマーに富んだ相のうちの一つへ
優先的に局在化する。いくつかの実施形態において、フィラー粒子は、フィルムの表面へ
局在化する；他の実施形態において、フィラー粒子は、紙と接着剤との間の界面へ局在化
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しラベルの接着性部分は、活性化溶液による活性化の前、非粘着性状態にある。
【００８２】
　このラベルはまた、製品がいじられたことを指し示すように設計され得る。一つの実施
形態において、このラベルは、ラベルがパッケージング／容器から取り除かれる場合に、
ラベルの部分のような残留物を残すように設計され得る。例えば、ラベルは、薬学的製品
を含む容器へ貼り付けられ得る。何者かがこのラベルを取り除こうと試みる場合、ラベル
由来の残留物が容器上に残って、本来のラベルが取り除かれたことを指し示す。これは、
ラベルが容器へ貼り付けられて、その容器が開けられた際に、ラベルが破損して残留物を
後に残すような場合に有用であり得る。
【００８３】
　一種もしくはそれよりも多くの親水性物質、および一種もしくはそれよりも多くの疎水
性物質を含む接着性組成物は、一種もしくはそれよりも多くの親水性物質のみ、または一
種もしくはそれよりも多くの疎水性物質のみを含む材料よりも高い剥離強度を呈する。本
実施例において示されるように、一種もしくはそれよりも多くの親水性物質、および一種
もしくはそれよりも多くの疎水性物質を含む組成物は、一種もしくはそれよりも多くの親
水性物質のみ、または一種もしくはそれよりも多くの疎水性物質のみを含む接着剤と比較
して、より高い平均剥離強度とより高いピーク剥離強度とを呈した。
【実施例】
【００８４】
　（実施例）
　実施例１．代表的な接着性組成物
　接着性組成物を表１において示されるように調製した。
【００８５】



(22) JP 2014-508202 A 2014.4.3

10

20

30

40

50

【表１】

　この吸湿性充填剤、溶媒、および／もしくは添加剤の量および比率は、使用される特定
の活性化流体への曝露に応じて、ライナーなしラベルにおいて所望される接着特性に従い
選択される。例えば、接着性ベース実施形態Ａ９５％（乾燥重量％）とイソプロピルアル
コール中で懸濁したコロイダルナノスケールシリカ（ｎａｎｏｓｃａｌｅ　ｓｉｌｉｃａ
）（吸湿性充填剤）５％（乾燥重量％）とを含有する接着性調合物を調製した。この実施
形態を、蒸留水中で１０％イソプロピルアルコール溶液で活性化した。
【００８６】
　別の実施形態において、接着性ベース実施形態Ｂ７０％と塩基性ｐＨを持つ水性懸濁液
中のコロイダルナノスケールシリカ３０％とを含有する接着剤を調製した。この乳濁液に
アニオン表面活性剤を加えて、安定化させた。
【００８７】
　さらに別の実施形態において、接着性ベース実施形態Ｃ７５％とメチルエチルケトン懸
濁液中のコロイダルナノスケールシリカ２５％とを含有する接着剤を調製した。
【００８８】
　実施例２．接着性組成物の調製および評価
　一連の溶媒感受性接着性ライナーなしラベルを、上記の教示および以下の詳細な説明に
従って調製して、その接着特性を試験した。上記で説明された実施形態（単数もしくは複
数）に従い、この溶媒感受性接着性試剤層を、７７ｇ／ｍ２の感熱紙上にコーティングし
た。各調合の溶媒感受性接着性試剤層を、（１）３０％固形分にて調製し、かつ（２）＃
２４メイヤーロッド（Ｍａｙｅｒ　ｒｏｄ）を使用してコーティングして、１連（ｒｅａ
ｍ）（３０００ｆｔ２）当たり１０．８±２ポンドの重量のコーティング乾燥フィルムを
得た。溶媒感受性接着性試剤層を４０℃の炉の中で約３分間乾燥して、全含水率５％から
７％の乾燥した溶媒感受性接着性ライナーなしラベルを得た。
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【００８９】
　一種もしくはそれよりも多くの親水性物質と、一種もしくはそれよりも多くの疎水性物
質とを含有する接着性組成物を調製し、そしてこの組成物の剥離強度を測定した。比較の
ために、親水性物質のみ、もしくは疎水性物質のみを含有する接着性組成物を調製し、そ
して剥離強度を測定した。サンプルを、この試験方法によって必要とされるように、１イ
ンチ×９インチの細片へと切断した。サンプルを、貼り付けの直前に、手動スプレーノズ
ルからスプレーされる（表２において説明される）活性化スプレーにより活性化し、その
活性化スプレーは、約３～１５ｍｇ／ｉｎ２であった。このサンプル細片を、手でラベル
平面部を押し付けて平らにならすことにより、ポリエチレンテレフタレート基材へ貼り付
けた。このサンプル細片を取り除くために必要となる力を測定し、平均し、そして破壊状
況を表２において示した。各サンプルについて３回反復して試験した。サンプルを保持時
間（ｄｗｅｌｌ　ｔｉｍｅ）２分にて試験した。保持時間とは、活性化したラベルが基材
と接触状態にある時間量である。保持時間には、活性化と基材への貼り付けとの間の経過
時間を組み入れない。剥離強度を、ＡＳＴＭ　Ｓｔａｎｄａｒｄ　Ｄ３３３０（感圧テー
プの剥離接着力のための標準的試験方法）を使用して測定した。この結果を表２において
示した。
【００９０】
【表２】

【手続補正書】



(24) JP 2014-508202 A 2014.4.3

【提出日】平成25年8月2日(2013.8.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
ライナーなしラベルのための流体活性化可能な接着性組成物であって、該接着性組成物が
異なる親水性を備えた少なくとも二種のポリマー性物質を含み、該ポリマー性物質が、水
と一種もしくはそれよりも多くの有機溶媒とを含む共溶媒を含む活性化流体により活性化
され、該少なくとも二種のポリマー性物質が、該活性化流体へ曝された場合に急速な粘着
と最終的な接着とを提供する、接着性組成物。
【請求項２】
請求項１に記載の組成物であって、前記より親水性のポリマーが、ポリビニルアルコール
、ポリ酢酸ビニル、ポリビニルピロリドン、ポリビニルピロリドン－酢酸ビニルコポリマ
ー、ポリアクリル酸、ポリアクリレート、ポリエチレングリコール、ポリ（２－エチル－
２－オキサゾリン）、ポリアクリルアミドコポリマー、エチレン酢酸ビニル、セルロース
誘導体、尿素、ゼラチン、アルギネート、寒天、アラビアゴム、およびそれらの組み合わ
せから成る群から選択される、組成物。
【請求項３】
請求項２に記載の組成物であって、前記親水性のポリマーが、ポリビニルピロリドン（Ｐ
ＶＰ）、ポリ（２－エチル－２－オキサゾリン）、もしくはそれらの組み合わせである、
組成物。
【請求項４】
請求項２に記載の組成物であって、前記親水性の物質の濃度が、乾燥状態にある該接着性
組成物の約１０重量％から約５０重量％である、組成物。
【請求項５】
請求項２に記載の組成物であって、前記親水性の物質の濃度が、乾燥状態にある該接着性
組成物の約２０重量％から約４０重量％である、組成物。
【請求項６】
請求項１に記載の組成物であって、前記疎水性のポリマーが、天然ゴムおよび再生ゴム、
ポリウレタン、非カルボキシル化スチレン－ブタジエンゴムおよびカルボキシル化スチレ
ン－ブタジエンゴム、ポリアクリル、ポリアミド、ポリエステル、ポリオレフィン、ポリ
スチレン、ポリビニルエステル、ポリビニルケトン、ポリジエンエラストマー、ポリイソ
ブチレン、ならびにそれらの組み合わせから成る群から選択される、組成物。
【請求項７】
請求項４に記載の組成物であって、前記疎水性のポリマーがポリスチレン－ブタジエンで
ある、組成物。
【請求項８】
請求項６に記載の組成物であって、前記疎水性物質の濃度が、前記乾燥フィルムの約４０
重量％から約８０重量％である、組成物。
【請求項９】
請求項１に記載の組成物であって、該組成物がさらに吸湿性粒子状フィラーを含む、組成
物。
【請求項１０】
請求項９に記載の組成物であって、前記吸湿性粒子状フィラーが、アルミナ、アルミナゲ
ル、ベーマイト、擬ベーマイト、クレー、炭酸カルシウム、チョーク、炭酸マグネシウム
、カオリン、焼成クレー、ピロピレート、ベントナイト、ゼオライト、タルク、シリカ、
シリカゲル、合成ケイ酸アルミニウム、合成ケイ酸カルシウム、珪藻土、無水ケイ酸粉末
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、水酸化アルミニウム、バライト、硫酸バリウム、石膏、硫酸カルシウム、親水性ポリマ
ー性ビーズおよび／もしくは疎水性ポリマー性ビーズを含む有機粒子、不織マイクロファ
イバー（ｎｏｎ－ｗｏｖｅｎ　ｍｉｃｒｏｆｉｂｅｒ）、ならびにそれらの組み合わせか
ら成る群から選択される、組成物。
【請求項１１】
請求項１０に記載の組成物であって、前記吸湿性物質の濃度が、前記乾燥フィルムの約１
重量％から約２５重量％である、組成物。
【請求項１２】
請求項１に記載の組成物であって、該組成物が、塩、炭水化物、高分子電解質、タンパク
質、乾燥界面活性剤および液体界面活性剤、樹脂、湿潤剤、保湿剤、ポリエチレングリコ
ール、ならびにそれらの組み合わせから成る群から選択される一種もしくはそれよりも多
くの添加剤をさらに含む、組成物。
【請求項１３】
請求項１に記載の組成物であって、一種もしくはそれよりも多くの溶媒もしくは可塑剤を
さらに含む、組成物。
【請求項１４】
請求項１に記載の組成物であって、該組成物が、ライナーなしラベルのための流体活性化
可能な接着性組成物を構築する目的のためにフェイスシートもしくは基材へ塗布される溶
液、懸濁液、もしくは乳濁液の形態である、組成物。
【請求項１５】
請求項１３に記載の組成物であって、前記一種もしくはそれよりも多くの溶媒の組成物が
、該接着性組成物を活性化する活性化流体の組成物に相当し、前記一種もしくはそれより
も多くの溶媒が、該活性化流体への接着性層の曝露の後の接着性の迅速な発生を高める、
組成物。
【請求項１６】
請求項１に記載の組成物を含む接着性ライナーなしラベル。
【請求項１７】
請求項１に記載の接着性組成物と、水および一種もしくはそれよりも多くの有機溶媒を含
む活性化流体とを含むキット。
【請求項１８】
請求項１７に記載のキットであって、前記有機溶媒が、アセトン；アセトニトリル；メタ
ノール、エタノール、イソプロピルアルコール、ｎ－プロパノール、ｎ－ブタノール、２
－ブタノール、イソブタノール、２－メチル－２－ブタノール、ｎ－ペンタノール、ｎ－
ヘキサノール、２－ヘキサノール、シクロヘキサノール、ｎ－ヘプタノール、ｎ－オクタ
ノール、ｎ－ノナノール、ｎ－デカノール、ウンデカノール、ドデカノール、１－テトラ
デカノール、プロピレングリコール、エチレングリコール、ブチレングリコール、アラキ
ジルアルコール、ドコサノール、テトラコサノール、ヘキサコサノール、オクタノソール
、トリアコンタノール、セチルアルコール、ステアリルアルコール、ポリコシノール、メ
チルエチルケトン、酢酸エチル、ミネラルスピリット、亜麻仁油、植物油、柑橘類ベース
の溶媒、リモネン、およびそれらの組み合わせから成る群から選択される、キット。
【請求項１９】
請求項１７に記載のキットであって、前記活性化流体が該流体の約１重量％から約５０重
量％の濃度にてアルコールを含む、キット。
【請求項２０】
請求項１９に記載のキットであって、前記活性化流体が該流体の約１０重量％の濃度にて
アルコールを含む、キット。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　加えて、本明細書において説明される組成物、方法、およびキットは、ライナーで裏張
りされた感圧式接着性ラベルにおけるライナー裏張りの上、もしくは非ライナー感圧式接
着性ラベルの印刷層の頂面の上のいずれかで処分されるシリコーンの剥離層を解消する。
既存の技術のいずれかにおいて、シリコーンは、エネルギー集約的製造プロセス、および
石油化学誘導体生成物の追加を提供するが、これは、不必要であって、本明細書において
説明される組成物、方法、およびキットにより解消され、そのことにより、ラベルのカー
ボンフットプリントと、ラベル製造プロセスにおいてシリコーンを利用する必要性とを減
少させる。
本発明は、例えば以下の項目を提供する。
（項目１）ライナーなしラベルのための流体活性化可能な接着性組成物であって、該接着
性組成物が異なる親水性を備えた少なくとも二種のポリマー性物質を含み、該ポリマー性
物質が一種もしくはそれよりも多くの溶媒を含む活性化流体により活性化され、該活性化
流体へ曝された場合、該より親水性の物質が急速な粘着を提供し、そして該活性化流体へ
曝された場合、該より疎水性のポリマーが最終的な接着を提供する、接着性組成物。
（項目２）項目１に記載の組成物であって、前記より親水性のポリマーが、ポリビニルア
ルコール、ポリ酢酸ビニル、ポリビニルピロリドン、ポリビニルピロリドン－酢酸ビニル
コポリマー、ポリアクリル酸、ポリアクリレート、ポリエチレングリコール、ポリ（２－
エチル－２－オキサゾリン）、ポリアクリルアミドコポリマー、エチレン酢酸ビニル、セ
ルロース誘導体（アセチルセルロース、メチルセルロース、エチル／ヒドロキシエチル、
ヒドロキシメチルプロピルセルロース等）、尿素、ゼラチン、アルギネート、寒天、アラ
ビアゴム、およびそれらの組み合わせから成る群から選択される、組成物。
（項目３）項目２に記載の組成物であって、前記親水性のポリマーが、ポリビニルピロリ
ドン（ＰＶＰ）、ポリ（２－エチル－２－オキサゾリン）、もしくはそれらの組み合わせ
である、組成物。
（項目４）項目２に記載の組成物であって、前記親水性の物質の濃度が、乾燥状態にある
該接着性組成物の約１０重量％から約５０重量％である、組成物。
（項目５）項目２に記載の組成物であって、前記親水性の物質の濃度が、乾燥状態にある
該接着性組成物の約２０重量％から約４０重量％である、組成物。
（項目６）項目１に記載の組成物であって、前記疎水性のポリマーが、天然ゴムおよび再
生ゴム、ポリウレタン、非カルボキシル化スチレン－ブタジエンゴムおよびカルボキシル
化スチレン－ブタジエンゴム、ポリアクリル、ポリアミド、ポリエステル、ポリオレフィ
ン、ポリスチレン、ポリビニルエステル、ポリビニルケトン、ポリジエンエラストマー、
ポリイソブチレン、ならびにそれらの組み合わせから成る群から選択される、組成物。
（項目７）項目４に記載の組成物であって、前記疎水性のポリマーがポリスチレン－ブタ
ジエンである、組成物。
（項目８）項目６に記載の組成物であって、前記疎水性物質の濃度が、前記乾燥フィルム
の約４０重量％から約８０重量％である、組成物。
（項目９）項目１に記載の組成物であって、該組成物がさらに吸湿性粒子状フィラーを含
む、組成物。
（項目１０）項目９に記載の組成物であって、前記吸湿性粒子状フィラーが、アルミナ、
アルミナゲル、ベーマイト、擬ベーマイト、クレー、炭酸カルシウム、チョーク、炭酸マ
グネシウム、カオリン、焼成クレー、ピロピレート、ベントナイト、ゼオライト、タルク
、シリカ、シリカゲル、合成ケイ酸アルミニウム、合成ケイ酸カルシウム、珪藻土、無水
ケイ酸粉末、水酸化アルミニウム、バライト、硫酸バリウム、石膏、硫酸カルシウム、な
らびに親水性のポリマー性ビーズおよび／もしくは疎水性のポリマー性ビーズのような有
機粒子、不織マイクロファイバー（ｎｏｎ－ｗｏｖｅｎ　ｍｉｃｒｏｆｉｂｅｒ）、なら
びにそれらの組み合わせから成る群から選択される、組成物。
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（項目１１）項目１０に記載の組成物であって、前記疎水性物質の濃度が、前記乾燥フィ
ルムの約１重量％から約２５重量％である、組成物。
（項目１２）項目１に記載の組成物であって、該組成物が、塩、炭水化物、高分子電解質
、タンパク質、乾燥界面活性剤および液体界面活性剤、樹脂、湿潤剤、保湿剤、ポリエチ
レングリコール、ならびにそれらの組み合わせから成る群から選択される一種もしくはそ
れよりも多くの添加剤をさらに含む、組成物。
（項目１３）項目１に記載の組成物であって、一種もしくはそれよりも多くの溶媒もしく
は可塑剤をさらに含む、組成物。
（項目１４）項目１に記載の組成物であって、該組成物が、ライナーなしラベルのための
流体活性化可能な接着性組成物を構築する目的のためにフェイスシートもしくは基材へ塗
布される溶液、懸濁液、もしくは乳濁液の形態である、組成物。
（項目１５）項目１３に記載の組成物であって、前記一種もしくはそれよりも多くの溶媒
の組成物が、該接着性組成物を活性化する活性化流体の組成物に相当し、前記一種もしく
はそれよりも多くの溶媒が、該活性化流体への接着性層の曝露の後の接着性の迅速な発生
を高める、組成物。
（項目１６）項目１に記載の組成物を含む接着性ライナーなしラベル。
（項目１７）項目１に記載の接着性組成物と活性化流体とを含むキット。
（項目１８）項目１７に記載のキットであって、前記活性化流体が少なくとも二種の溶媒
を含み、該第一の溶媒が、前記親水性のポリマーおよび前記疎水性のポリマーの接着性を
活性化する水を含み、そして該第二の溶媒が、該疎水性のポリマーの中への該活性化流体
の浸透性を増大させる非水性溶媒を含む、キット。
（項目１９）項目１８に記載のキットであって、前記第一の溶媒および前記第二の溶媒が
、水；アセトン；アセトニトリル；メタノール、エタノール、イソプロピルアルコール、
ｎ－プロパノール、ｎ－ブタノール、２－ブタノール、イソブタノール、２－メチル－２
－ブタノール、ｎ－ペンタノール、ｎ－ヘキサノール、２－ヘキサノール、シクロヘキサ
ノール、ｎ－ヘプタノール、ｎ－オクタノール、ｎ－ノナノール、ｎ－デカノール、ウン
デカノール、ドデカノール、１－テトラデカノール、プロピレングリコール、エチレング
リコール、ブチレングリコール、アラキジルアルコール、ドコサノール、テトラコサノー
ル、ヘキサコサノール、オクタノソール、トリアコンタノール、セチルアルコール、ステ
アリルアルコール、ポリコシノール、メチルエチルケトン、酢酸エチル、ミネラルスピリ
ット、亜麻仁油、植物油、柑橘類ベースの溶媒、リモネン、およびそれらの組み合わせか
ら成る群から選択される、キット。
（項目２０）項目１９に記載のキットであって、活性化流体が該流体の約１０重量％の濃
度にてアルコールを含む、キット。
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